


「日本女子体育大学紀要」投稿規程

１.投稿の資格

⑴ 筆頭著者は，日本女子体育大学の教員（非常勤を含む）及びそれに準ずる職員，大学院生，大学院研究生と

する．ただし，共著者はその限りではない．

⑵ 筆頭著者として投稿できる論文数は一人一編とする．

２.論文の種類は，総説，原著論文，実践報告，研究報告，研究資料とする．

３.投稿論文の掲載

⑴ 投稿原稿の採否は，紀要編集委員会において決定する．

⑵ 紀要編集委員会は，当該論文に適した複数の査読者を指定して論文審査を依頼し，審査担当者の評定に基づ

き論文掲載の可否を決定する．原則として査読者は学内者とするが，必要な場合には学外者にも依頼すること

がある．

⑶ 掲載論文１編につき別刷50部を呈する．それ以上の部数については，著者の実費負担とする．

４.論文は和文又は欧文とする．和文原稿には欧文抄録（英・独・仏いずれか１カ国語，専門家のチェックを受け

たもの）をつける．欧文原稿には欧文及び和文抄録をつける．

抄録の原稿はワードプロセッサ又はタイプライターにより明瞭に作成する．その長さは刷り上がり１頁（70字×

25行）以内とする．

５.原稿は完成したものに限り，文章は簡潔に，図・表等は最小限にとどめる．原稿は横書き（20字×20行）を原

則とし，50枚以内とする．ワードプロセッサを使用する場合はA4，横書き（24字×44行）を原則とし，18枚以内

とする（抄録・図・表を含む）．欧文はすべてA4用紙にダブルスペースでタイプする．ワードプロセッサの場合

は原則として機種名・ソフト名を記入したフロッピーディスクを添える．挿入の図や表はそのまま製版できるよ

うに作成する．

６.校正は著者が二校まで行うことを原則とする．

７.注及び註は文中の該当箇所右肩に， ……と表記し，稿末にまとめて記載する．

８.文献の記載順序は，原則として和文・欧文を含めて著者名のアルファベット順とし，注の後にまとめて記載す

る．記載方法は，単行本の場合は著者名・発行年・書名・発行所・頁（始頁－終頁），雑誌の場合は著者名・発行

年・題目・雑誌名・巻・頁（始頁－終頁）とする．

９. 二階堂奨励研究・二階堂学園在外派遣」等の補助を受けて行った研究論文等を投稿する場合には，文末にその

こと及びその年度を明示する．

10.倫理委員会の審査を必要とする内容の論文は，必ず倫理委員会の承認を得，承認番号を記載する．

附 則

１ この規程は，平成12年７月12日から施行する．

２ 日本女子体育大学紀要」規程（昭和41年７月１日制定）は，廃止する．
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